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研究成果の概要（和文）：タガログ語を含むフィリピン諸語は「焦点体系」と呼ばれる世界でもこの地域の言語だけに
しか見られない特徴を持っている。本研究課題では、動詞分類すなわち動詞の意味的・形態的グループに注目すること
によって、この焦点体系に関する諸問題に取り組んだ。その結果、動詞分類に注目することで、ヴォイス現象、項交替
現象、重複・反復、移動表現などの諸現象を解明することができた。この動詞分類を用いた言語研究の成果は単にフィ
リピン諸語の研究および一般言語学に貢献しただけでなく、東京外国語大学を中心とするフィリピン諸語教育でも役に
立っている。

研究成果の概要（英文）：Tagalog and other Philippine languages are well known for their complex verbal 
morphology, often referred to as the focus system. This verbal morphology allows for deriving a variety 
of verb lexemes from a single verbal base. This project examined Tagalog morphosyntactic phenomena from a 
perspective of verb classification. The major finding of this project was that semantic classes of verbs 
play a significant role in analyzing voice phenomena, argument alternations, reduplication and 
repetition, motion expressions, and other linguistically important phenomena in this language.

研究分野： 言語学

キーワード： 言語類型論　フィリピン諸語
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１．研究開始当初の背景 
 
 タガログ語を含むフィリピン諸語には、
「焦点体系」と呼ばれる世界でもこの地域の
言語だけにしか見られない動詞形態論があ
る。この体系では一つの語根から複数の動詞
が派生される。極めて複雑なヴォイス現象・
項交替現象を示すのである。 
 申請者の考えでは、この動詞形態論に関す
る従来の研究には、Nagaya (2009, 2012) な
どの例外を除けば、動詞分類という観点が欠
けていた。しかし、Levin (1993) による英語
の動詞分類の先駆的研究からも明らかなよ
うに、ヴォイス現象や項交替現象においては、
動詞分類の観点が有効である。そこで本研究
では動詞分類という観点から、焦点体系およ
びそれに関連する諸現象の分析に取り組ん
だ。 
 
Levin, Beth 1993. English Verb Classes 
and Alternations. A Preliminary 
Investigation. Chicago: University of 
Chicago Press. 
 
Nagaya, Naonori. 2009. The middle voice 
in Tagalog. Journal of the Southeast Asian 
Linguistics Society 1:159-188. 
 
Nagaya, Naonori. 2012. On the syntactic 
transitivity of Tagalog Actor-Focus 
constructions. NINJAL Research Papers 4: 
49-76. 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、動詞分類が焦点体系によ
る動詞派生をどのように制限し、ヴォイス現
象・項交替現象にどう影響するのかを解明す
ることである。 
 もちろん「動詞分類」と言っても様々な動
詞の分類が考えられるが、本研究で想定する
動詞分類は、大きく分けて、 (i) 動詞語根の
意味的クラス、および (ii) 動詞語根の形態論
的クラスである。この二つの動詞分類を設定
し、その観点からヴォイス現象などタガログ
語の諸現象を分析していくのである。具体的
には、500 個の語根を選定し、その語根につ
いてフィールド調査でデータを収集し、デー
タベースを構築することで研究を進める。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究計画は主に二つの段階からなって
いる。第一に、文献調査を踏まえて調査すべ
き 500 個の語根を選定する段階である。第二
に、選定された 500 個の語根についてフィー
ルド調査でデータを収集し、データベースを
構築する段階である。 

 平成 25 年度は、文献調査と調査語根選定
を中心に行った。まず、ヴォイス現象、項交
替現象や動詞分類に関する研究を参照し、ど
のような意味的観点からの動詞分類が有効
であるか検討し、調査対象とする語根を選定
した。そのうえで、平成 26 年 3 月に短期フ
ィールドワークを行い、いくつかの語根に関
するデータを収集した。さらに、データベー
ス構築にむけてどのようなデータベースに
するのがよいか検討を行った。 
 平成 26 年度は、平成 25 年度に行った基礎
的調査に基づいて、フィリピンでフィールド
調査を行い、データを収集した。3 人の言語
コンサルタントの補助のもと、選定した語根
に関連する項交替現象やヴォイス現象の形
式と意味について集中的に調査した。 
 その上で、収集したデータを整理し、デー
タベース化を試みた。タガログ語の辞書デー
タも補助的に利用することでデータベース
のサイズを大きくした。 
 
 
４．研究成果 
 
 以上の研究の結果、タガログ語の以下の諸
現象について動詞分類の観点が有効である
ことがわかった。 
 
(1) pa-分詞 
 タガログ語には pa-分詞と呼ばれる形式
があり、いくつかの用法があることが知られ
ているが、どのような語根がどのような意味
を表現するかについては研究がなかった。 
 そこで本研究では動詞分類の観点からこ
の pa-分詞の用法の整理を行った。たとえば、
pa-分詞が方向「〜の方へ」を表現できるの
は経路情報を表現する語根が pa-分詞となっ
たときのみである。一見、規則性のないよう
にみえる pa-にまつわる現象も、動詞分類の
観点から考えると統一的な観点から理解す
ることができるのである。 
 
(2) 移動表現 
 移動に関わる意味的要素は一般に様態、経
路、および直示に分類される。どの意味的要
素がどのような形式によって表現されるか
は言語ごとに大きく異なる。タガログ語はこ
の点でも興味深く、様態も経路も直示も全て
動詞あるいは pa-分詞で表現することができ
る。つまり、理論的には、この言語は、移動
を表現する際に形式の選択の幅が極めてひ
ろい言語であるといえる。 
 本研究ではこのタガログ語の移動表現に
ついて実験的調査を行い、実際の移動表現の
選択の幅は限定的であることを明らかにし
た。すなわち、第一に、直示情報が動詞で表
現されることは (理屈上はありうるが) 実
際にはほとんどない。pa-分詞で表現する。
第二に、様態と経路については、どちらも動
詞として出現することはできるが、どちらが



動詞になるかには傾向があることがわかっ
た。つまり、「その状況においてもっとも有
標的で際立った情報が動詞として実現する」
という傾向があることが分かったのである。 
 このように移動表現を考える際にも、動詞
の意味クラスに注目することが重要なので
ある。 
 
(3) 重複と反復 
 タガログ語には語以下のレベルでの要素
の繰り返しである重複と句レベルでの要素
の繰り返しである反復の二つの繰り返し現
象があり、一般言語学的に注目を受けている。 
 この研究では、このうち重複について動詞
分類の観点が有効であることを明らかにし
た。すなわち、重複がどのような意味を表現
するかは動詞の意味的クラスによっている。
たとえば、重複によって行為の繰り返しを表
現できる語根は限られており、状態変化を伴
わない行為を表現する語根のみである。 
 
(4) naka-結果状態構文 
 タガログ語には接頭辞 naka-をとる結果状
態述語が存在する。この言語はヴォイス現象
の研究がきわめて盛んな言語であるが、結果
状態述語についてはほとんど研究がなかっ
た。 
 本研究課題ではヴォイス現象のひとつと
してこの naka-結果状態構文の研究に取り組
み、この構文の記述に動詞分類の観点が極め
て有効であることを指摘した。すなわち、こ
の naka-結果状態構文によって表現される結
果状態とはどのようなものであってもよい
わけではない。実際には、naka-は位置変化
や表情、衣服、姿勢など可逆的な変化を表現
する語根とのみ共起する。一方で、不可逆的
な状態変化を表現する語根とは共起できな
い。動詞分類に注目しなければできなかった
発見である。 
 
(5) タガログ語語根データベース 
 本研究課題の成果はタガログ語語根デー
タベースとして結実した。語根の意味クラス
と形態論的クラスおよびその派生に関する
データベースである。このデータベースは 
(1) から (4) の研究成果の土台となっただ
けでなく、(7) のタガログ語教育のためにも
利用している。 
 
 このようにタガログ語の諸現象の記述・説
明において動詞分類が有効であることが確
かめられたが、この研究課題で確立した研究
手法を利用して同じオーストロネシア語族
に属するものの、その類型論的特徴が大きく
異なるラマホロット語も分析した。 
 
(6) ラマホロット語の複他動詞構文 
 インドネシア東部フローレス島で話され
ているラマホロット語には二重目的語構造
を持つ二つの複他動詞構文がある。ひとつは

「与える」「送る」などの動詞によって形成
される GIVE 型構文であり、この構文は前置
詞iaを用いた前置詞目的語構文と交替する。
一方で、「料理する」「買う」などの動詞によ
って形成される BUY 型構文もあり、こちらは
「与える」という意味の動詞を用いた動詞連
続構文と交替する。両者は用いられる動詞が
異なるだけでなく、関係節化などの諸文法現
象でも異なる性質を示す。 
 この現象について、本研究課題の注目する
動詞分類の観点を用いて分析したところ、二
つの構文の違いは関与する動詞の意味クラ
スの違いに帰結することが判明した。すなわ
ち、GIVE 型構文に関与する動詞は単に物体の
所有権の移動を意味するだけなのに対して、
BUY 型構文に関与する動詞は所有権の移動だ
けでなく「〜のために」「〜のかわりに」と
いう受益の意味も必ず含んでいることが明
らかになったのである。 
 
 さらに、これらの研究成果を東京外国語大
学におけるタガログ語教育に役立てた。 
 
(7) 動詞分類を利用した教材開発 
 動詞分類の考え方およびそれに関連する
現象の分析を実際のタガログ語教育にも活
かし、動詞分類の有効性を確認するとともに、
実際の教育で実践した。たとえば、今回の 
(1) や (4) の成果は市販の学習書ではほと
んど説明がなされていないが、動詞分類の観
点を持ち込むと簡単に説明ができる。 
 
 こうして本研究課題は、語根に注目した動
詞分類という方法が、タガログ語を含むオー
ストロネシア語族の研究において重要な役
割を果たすことを実証的に明らかにした。こ
の点で意義が大きく重要である。 
 将来的には、(5) で示したデータベースに
基づいて発展的な研究を行うと同時に、デー
タベースを広く一般に公開し、一般のタガロ
グ語学習者およびフィリピン人の日本語学
習者にその研究成果を還元したいと考えて
いる。 
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